
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の素朴な疑問や、心温まる 
言葉、大人のハッとした言葉な
ど、いろいろな実例が寄せられた
ものです。 

保護者の皆様 
御協力ありがとう 
ございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  強くなったよ！ 
 

野菜嫌いな子が一口食べてくれたある日の夕食のことです。 

 

「これ嫌いだけど、食べたよ！」 

「すごいね。かっこいい！」 

「なんだか強くなったんじゃない？」 

「そう、強くなったよ！」 

「野菜食べたから！」 

 

得意げな表情でアピールし、その食事の時間だけはいつもより食

べてくれました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

少しでも頑張ったこと

を認めてあげることが

大事ですね。 

生活① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ごちそうさまでした！ 
 

夕食の時、お茶碗にだいぶご飯粒をつけたまま片付けをしてしまう

子どもに困っていたある日のこと。 

 

「お茶碗がきれいになるように食べよ 

うね！」 

「どうして？」 

「お米を作ってくれた人に失礼だ

よ！」 

「おじいちゃんの子どもの頃はお米も

食べられなかったの。ママもよく言

われたのよ。きっとおじいちゃんも

そう言うよ！」 

「わかった！」 

 

 

  

        

 

 

 

 

 

 どうして片付けるの？ 
 

子どもからよく言われることがあります。 

 

「どうして片付けなきゃいけない

の！」 

「出しっぱなしになっていたら、ど

うなる？」 

「なくなっちゃう！」 

「こわれちゃったりする！」 

「そうだね。遊べなくなっちゃう

ね。」 

「おもちゃが箱に入りたいって言っ

てるよ！」 

「やさしく片付けてあげようね。」 

 大好きなおじいちゃ

んの言葉に心を動か

されたようです。 

片付けをすると“気持

ちがいい！”という印

象をもたせるように

努めています。 

生活② 生活③ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お母さんがいなくても… 
 

ある晩、具合が悪くて私が寝込んでいた時のこと。 

二人の姉がリードしながら、子どもたち３人で家の手伝いをして

くれていました。 

 

「今日は、お姉ちゃんたちとお風呂

に入 

れたよ！」 

「よかったね！」 

「パジャマも自分で着られたよ！」 

「頑張ったね！」 

「お母さん、絵本読んであげるね！」 
 

子どもたちの優しさに涙が出そうになりました。 

 

 

  

        

 

 

 

 

 

     

ちょっとした一言

でやる気がでたの

で、よかったです。 

  自分でやってみる！ 
 

ある朝のこと。 

 

「今日は自分でパジャマをたたんで

みたら？」 

「うん、やってみる！」 
 

多少雑にたたんであったのですが… 

 

「ひとりでたためたね。すごい！」 

「明日もできるよね！」 

「毎日頑張る！」 

 

子どもたちの大きな

成長に驚きました。 

生活④ 生活⑤ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   朝のあいさつ 
 

先生や友だちからあいさつされても恥ずかしがってできないことが

気になっていました。 

「どうしておはようって言わないの！」 

「はずかしいから…」 

「返事をしてくれないと寂しいよね。」 

「じゃあ、ママと一緒に言おう！」 

「せーの」 

「おはようございます！」 
 

その後恥ずかしがってはいますが、自分で言えるようになりました。 

  

 

 

 

 

勇気をもたせるタ

イミングとことば

かけが大事だなあ

と感じました。 

おはよう！ 

 

他者との関係① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    口げんか 
 

 

普段は仲よしの姉妹ですが、怒鳴り口調で言い争うことがあります。 

 

「なんで、いつも怒って言うの！」 

「言っている意味がわからない！」 
   

そんな時は、妹に気づかれないところで姉に話をします。 

 

「いつも面倒をみてくれてありがとう！」 

 

お姉ちゃんだから我慢しなさいなど言わないように心がけてい

ます。また、妹にはダメなときは厳しく言い聞かせます。 

     

 

 

改めて子どもからこん

な言葉を聞いて、とて

もうれしかったです。 

ありがとう 
 

 

夕食の時間のことです。 

 

「いつも掃除や洗濯、ご飯も作ってく

れて大変だね。！」 

「お母さん、本当にありがとう！」 

「ご飯、おいしいよ！」 

 

どこで覚えてきたの？と思いましたが…。 

 

 

妹にもいろいろできた

時はたくさんほめるよ

うにしています。 

他者との関係③ 他者との関係② 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    お手伝い 
 

 

ある日の夕方、洗濯物を取り込んだ後のこと。 

 

「ママ、おうちの仕事が大変でしょ？」 

「私が洗濯物をたたむね！」 

「えっ、大丈夫？」 

「大丈夫！一人で全部やるからね！」 

「ありがとう！」 

    

    

 

 

     

 

 

少しずつ自分から言える

ようになりました。 

大切な友だちをたくさん

つくってほしいですね。 

ごめんね 
 

 

友だちと喧嘩をした時になかなか謝れない子ども。 

ある日、こう伝えてみました。 

 

「『ごめんね』は、もっともっと仲よ

しになるための合言葉だよ！」 

「だからとても大切な言葉だよ！」 

 

子どもが言えたときは、たくさんほめるようにしています。 

 

 

私のことを考えて、手伝

ってくれたことをうれ

しく思いました。 

… 

他者との関係⑤ 他者との関係④ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   特別な時間 
毎晩、寝る前に絵本を読むことを習慣にしています。 

「ママ、今日はこの絵本がいいな！」 

「はい、この絵本ね！」 

 

弟がいることで我慢の多い一日の中で、ママのひざに座って独占

できる“特別な時間”になっているようです。 

  「おもしろかった！」 

  「そうね！」 

「もう寝る時間だ。」 

「ママ、おやすみなさい！」 

「おやすみ！」 

 

我が家にとって絵本

の時間は『３つのめば

え』すべてにおいて欠

かせないものです。 

きれいなはなが 

さきますように

… 

興味・関心① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   本読みカレンダー 
 

子どもには、寝る前に短編で一話完結のお話を読んであげるよう

にしています。 

 

   「ママ、今日の絵本も楽しかったね！」 

   「そうだね。よかったね！」 

   「また、明日も読んでね！」 
    

「今日はカレンダーにどんなシールを

貼るのかな？！」 

   「このお花にする！」 

    

 

 

 
あきらめないで続けること

の大切さを子どもから教え

てもらいました。 

あこがれのヒーロー 
 

運動会のダンスが始まった頃です。 

子どもは人一倍慎重ですが、頑張って取り組んでいます。 

 

「あきらめない！つよくなりたい！」 

「私もプリキュアのように頑張るよ！」 

 

子どもは、ＴＶアニメの中に出てくるセリフが大好きです。 

やっと“上手に踊れるようになったよ”と話を聞いた時は、たくさんほ

めてあげました。 

 

 

シールを利用することで、

“聞きたい”とか“読んで

ほしい”という気持ちが出

るようにしています。 

興味・関心③ 興味・関心② 


